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西表島の自然利用の歴史――亜熱帯島嶼としての特徴を考える
2006 年 7 月 22 日

琉球弧の南端に位置する西表島は、亜熱帯照葉樹林で大部分が覆われた山地の卓越する高島である。

その豊かな自然が注目されている一方、そこでの人々の自然との関わりは忘れられがちである。西表島

には五〇〇年以上続く集落もあり、周辺の島々にとっての自然資源供給地でもあった。こうした自然利

用の歴史と特質を島々の環境史のなかで位置づけて理解することが、その自然の未来を考えるうえで必

要不可欠であろう。本例会では狩猟、行事、地名伝承という三つの点から自然利用の歴史を捉え、西表

島という亜熱帯島嶼の特徴を明らかにすることをめざした。

最初に報告者（蛯原）が「猟場の変遷からみる西表島のイノシシ猟の歴史」と題して発表を行った。

西表島では多様な猟法の存在が報告されているが、本発表では聞きとりや、かつて用いられていた罠の

復元を通じて、狩猟活動がイノシシの生態周期や稲作暦と関係した季節性を持っていたことを示した。

また、罠が農耕地周辺から奥山まで設置されていたことをふまえ、狩猟と農業の空間的な連続性が、多

くの水田が放棄された現在においても、罠場の分布に影響を及ぼしていることを指摘した。さらにそう

した分布が、琉球王府時代のイノシシ猟の時空間利用パターンに遡る可能性も示した。

次に「西表島西部の行事食とその変遷――女のはたらきを中心に」という題で、安渓貴子氏（山口大

学非常勤講師）が発表した。貴子氏は遊地氏とともに一九七〇年代から西表島に通い、崎山・網取両廃

村における生活誌を島びと自らが書き残す手助けもされてきた。今回はそうした長年の調査で蓄積され

た料理と食材に関する記録資料の一端を公開した。そして一九七二年の復帰以前はほぼ自給的な食生活

が基本であったことを説明し、背景となる土地利用パターンを、一九四五年にアメリカ軍が撮影した航

空写真上で示した。復帰以降そうした食生活は崩れてきたが、いまなお執り行われている祭りや行事で

の食事には自然の食材を用いた料理が残っており、神に捧げるものを変えてはならないという強い思い

が込められていることを述べた。こうした記録が行事に関するマニュアル作りにつながりうることも指

摘し、研究者の参画がどこまで許されるべきかという問題提起がなされた。

三番目の安渓遊地氏（山口県立大学）による発表「神は細部にやどりたもう――西表島の地名伝承と

禁忌の世界」では、元来の地名には、津波や海賊船の襲来など人々の経験した出来事や、「神高い」と

ころの所在など島びとが伝え残そうとした不思議や禁忌を語るものが多くあることを示し、島の歴史や

人々の精神世界を考えるうえで重要な手がかりとなることを指摘した。そして、それらの背景には、台

風や旱魃などの自然災害を通して、目には見えない超自然的な力を畏れ、惨事をなるべく未然に防ぐた

めの思いが込められており、とくに稲作に関しては数多くの禁忌と祈りの唄が伝承されていることを述

べた。「神罰」を声高に語ることがはばかられることなどにも、自身の体験を交え話が及んだ。それは結局、
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島びとの精神世界を尊重して地域に関わり、研究を行っていくという研究者の姿勢やモラルの問題に帰

着するという指摘がなされた。

総合討論では始めに、秋道智彌氏（総合地球環境学研究所）が三者の発表に対しコメントされ、森林

環境や農耕と関わるイノシシの動態と住民の対応が島の環境史を読み解く手がかりとなりうることや、

島びとの語りに基づく記述的な地名研究の可能性について指摘した。そして西表島の歴史研究をどのよ

うに発展させ、地域の未来に生かしうるのかという問題提起がなされ、戦後できた集落や Iターン者の

増加などをふまえた自然利用と祭りの現状について、会場からの発言も交え議論がなされた。

本例会では、自然と対峙したとき個々人の内にある超自然的なものへの畏れと祈りの存在が具体的に

示され、西表島での自然利用の大きな規範となっていたことが示唆された。今後の自然と地域のあり方

を考えていくうえでも、こうした自然と向きあう姿勢に着目し、近年の変化を捉え直していく必要があ

ろう。
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